
POINT

駅プラットホームにおける列車とホームとの
段差・隙間を自動で解消し、車椅子ご利用者の乗降を支援します。

列車とホームの間の段差・隙間をなくして
バリアフリーを実現

段差解消機

西日本旅客鉄道株式会社との共同開発

収納状態

センシング中

張出完了

車体形状の制約を受けない張出距離・高さ制御
● 列車到着の度に乗降口をセンシングし、ホームとの隙間・高さに合わせステップ位置を自動調整します。
　異なる車種・乗降口高さ・形状に対して常に一定の離隔まで張り出すことが可能です。

全自動制御により省力化に貢献
● 列車停止判定システムや列車ドア開閉検知システムによる判定機能を組み合わせることで
　TASC等のシステム連動無しで、列車到着から出発までの制御システム全自動化を実現しました。

安全性の確保
● 旅客や支障物の検知によるステップの動作停止機能や、ステップ先端の接触検知センサによる
　旅客挟まれ・衝撃防止機能により安全性を確保しています。

運用オペレーションに合わせたシステム構築
● ステップの可動状態を乗務員へ知らせるための表示灯や、乗務員・駅係員向けの操作盤など
　運用場面に合わせたサポート設備とのシステム連動が可能です。



戸閉検知センサ

旅客検知センサ

車掌表示灯

在線検知センサ

【 主 な 機 能 】

2 安全機能

3 乗務員・駅係員向け機能

1 自動張出・収納機能

・旅客検知センサによりステップ上のお客様を検知することで、
  動作中ステップの一時停止や動作待機中の注意喚起を行います。

・ステップ先端に接触センサを搭載することで、
  張出中のステップと列車との間での挟まれによる衝撃を緩和し、
  安全に動作を停止させることができます。

ステップの可動状態（動作中・張出状態・収納完了・故障発生）を
乗務員へ伝える表示灯です。

お問い合わせ先
www. t e chs i a . c o . j p〒661-0976兵庫県尼崎市潮江１丁目１番３３号

列車在線検知システムにより、当該ホームに入線してきた列車の停車を検
知します。これにより、列車の停止と同時に自動で可動ステップを張出しま
す。張出時には、可動ステップ先端から列車乗降口までの 間・高さをセン
シングすることで、最適な張出寸法を判定します。

列車ドア開閉検知システムにより、列車ドアが閉まったことを検知すると自
動収納します。列車発車時に可動ステップが収納されていない場合は、列
車が動き出すと同時に強制的に自動収納します。

自動収納

自動張出

● 運転士表示灯／車掌表示灯

機器の異常によりステップを自動収納できなくなった場合には、
緊急収納機構を用いた人力での収納も可能です。
緊急収納後に振動等で自然とステップが滑り出すことを
防止する再張出防止ロック機能を有しています。

● 緊急収納機構

押ボタンによる張出・収納操作が可能です。

● 乗務員操作盤

乗務員操作盤
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